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放射線科だより

　放射線治療とは、医療用放射線を用いて、がんをはじめ

とする病気を治す治療法です。医療用放射線は、前号まで

紹介してきたような病院の検査に広く用いられています

が、放射線をより強力にして病気の部位のみに集中して

使用することで、治療に用いることも可能となります。

　強い放射線は体の中の細胞を傷つけてしまう作用が

あるため、無秩序な放射線を浴びると体に様々な不調を

きたしてしまいます。しかしがん細胞のような異常に増

殖してしまう細胞は、正常な細胞よりも放射線の影響を

受けやすいという特徴があるため、放射線の強さや範囲

を制御することで、正常な細胞のダメージを抑えつつ

がん細胞だけに強いダメージを与えて、がんを治療する

ことが可能となります。とはいえ、がんを完全に治療す

るための放射線の強さでは、病気の周囲の正常な細胞へ

のダメージをゼロにすることは難しいため、治療部位に

応じた副作用への対策も同時に行っていきます。

放射線治療とは

【図 1：リニアック：Varian 社製 True Beam】
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をあてる治療法です。基本的に 1 日 1 回で月曜～金曜

に毎日行う治療です。治療で行うことは台の上で寝てい

ただくだけで、寝ている間に体の周りをリニアックが

ゆっくりと動き、病気に放射線をあてていきます。治療

時間や必要な治療回数は病気の種類や病状、目指すべき

目標（がんをゼロにすることを目指すか、痛みなどの症

状の改善を目指すか）によって様々に使い分けており、

1 回あたりの治療時間は 10 分～ 30 分程度、治療回数

は短ければ 1 回、長ければ 40 回近い治療が必要になる

こともあります。治療を行っている最中に痛み等はな

く、副作用が生じる場合は、数日～数週間をかけてゆっ

くりみられることが多いです。

　また副作用は治療が全て終われば徐々に改善します

が、治療終了後にも長引きやすいものや、終了後になっ

てから出てきやすいものもあります。治療前には必ず治

療内容や副作用について十分に説明させていただいたう

えで、治療を希望するかどうかを確認させていただいて

おります。岩国医療センターで行う放射線治療

脳の定位放射線治療について
　放射線治療には様々な種類の機械や手法があります

が、当院で行っている放射線治療は「リニアック」とい

う機械を用いて体の外から放射線（エックス線、電子線） 　当院では今年度リニアック装置を更新し（図 1）、今

までと比べより高精度の治療を行うことができるように

なりました。代表的なものとして、「脳の病気に対する

定位放射線治療」を新たに開始いたします。

　脳はがんが転移しやすい臓器のひとつです。臓器に

よっては転移ができても症状は何もでないこともありま

すが、脳にできた転移は体の麻痺や感覚異常といった強い

症状の原因となるため、すみやかな治療が求められま

す。一方で脳への手術は負担が大きく、また抗がん剤で

は十分な効果が望めない場合も多く、放射線治療が大き

な役割を担っています。

　脳転移への放射線治療法は、脳全体へ治療を行う「全

脳照射」と転移の部分だけを治療する「定位照射」の大き

放射線治療に放射線治療に
ついてついて
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今月号表紙でもリニアックを紹介
しています。

く 2 種類に分けられます（図 2）。

　全脳照射は定位照射と比べ認知機能低下などの副作用

のリスクが高まるため、転移の数が少ない場合はなる

べく定位照射が望ましいです。ただ定位照射を行うには

数 mm ～数 cm の範囲でピンポイント照射を行うことの

できる高精度な装置が必要となるため、今まで当院では

行うことができず広島など遠方への通院をお願いしてお

りました。状態の悪い患者さんも多いなか大きな負担と

なっておりましたが、今後は当院であらゆる脳転移に対

応できるようになり、憂いなく最適な治療を選んでいた

だけるようになります。
　当院で可能な治療の幅は大きく広がりましたが、今後

も当院では行うことの難しい放射線治療（ IMRT、腔内

照射、粒子線治療など）はあり、病気によってはそれら

が勧められる場合もあります。患者さんごとにどのよう

な放射線治療が勧められるかは常に検討しており、他院

への紹介が望ましいと判断した場合には、その都度説明

させていただきます。

　メリットデメリットをご理解いただいたうえで、患者

さんそれぞれにとって最もよい治療を一緒に考えていけ

ればと思います。

治療法の選択について

【図 2_ 全脳照射と定位照射：左が全脳照射で、脳全体に 
 一定量の放射線をあてています。右が定位照射で、病変
 部のみに放射線を集めています】

【頭部シェル：治療精度を保つため、専用の固定
 器具を使用します】

「放射線治療機器 TrueBeam のご紹介」「放射線治療機器 TrueBeam のご紹介」

　壁紙は以前より白い壁紙とし、床は液体がこぼれても安心

な耐水性のある木目調の柔らかな印象の床となってます。

治療室のみんなで決めたこだわりの天井は蓄光できる仕様と

なっており、暗くすると星座が現れます。放射線治療室で

天井を見上げた際は是非自分の星座を探してみてください。

“治療中は動かないでね”。

　より良い治療を完遂できるよう放射線治療室では笑顔を絶

やさず患者さんに寄り添う治療を提供していきたいと思いま

すので、よろしくお願いいたします。
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～新しく入った放射線治療機器 TrueBeam の“部屋”について～

　この度岩国医療センターに導入されました放射線治療機器 TrueBeam

（Varian 社）が入ったお部屋をご紹介したいと思います。


